
　昭和９年に開通した国鉄明知線を引き継いだ現在の

「明知鉄道」は、ことしで通算で８０周年を迎えます。

通学や買い物などの足として、市民に親しまれている

ばかりでなく、のどかな風景を走り抜けるローカル鉄

道として、観光の目玉の一つにもなっています。

　一度は廃線の危機を迎えたこともあるこの鉄道。沿

線のみんなの愛着と熱意のおかげで、８０年間走り続

けることができています。ここでは、明知鉄道の歴史

や利用状況、利用者を増やすための取り組みなどにつ

いて紹介します。

□問い合わせ　商工観光課志２６-２１１１（内線５２２）

　

沿
線
に
広
が
る
多
く
の
光
景

　
明
知
鉄
道
は
、
昭
和
９
年
に
開
通
し
た

国
鉄
明
知
線
を
引
き
継
ぎ
、
昭
和
６０
年
１１

月
１６
日
に
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
再
出
発

し
ま
し
た
。恵
那
駅
か
ら
明
智
駅
ま
で
は
、

２５
・
１
㌔
。
そ
の
間
に
は
、「
東
野
」「
飯
沼
」

「
阿
木
」「
飯
羽
間
」「
極
楽
」「
岩
村
」「
花

白
温
泉
」「
山
岡
」「
野
志
」
の
９
駅
が
あ

り
ま
す
。

　
恵
那
駅
を
出
発
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

光
景
が
広
が
り
ま
す
。
阿
木
川
の
上
流
に

向
か
っ
て
、
高
度
を
上
げ
な
が
ら
い
く
つ

か
の
谷
を
横
断
。
中
津
川
市
に
入
る
と
、

日
本
一
急
勾
配
の
飯
沼
駅
と
阿
木
駅
を

経
由
し
て
、
再
び
恵
那
市
に
戻
り
ま
す
。

８
０
０
年
の
歴
史
を
秘
め
た
岩
村
城
の
あ

る
岩
村
駅
で
は
、
す
れ
違
い
の
列
車
と
交

差
し
、
日
本
一
の
細
寒
天
の
生
産
地
の
山

岡
町
に
向
か
い
ま
す
。
小
里
川
が
形
成
す

る
野
志
峠
を
越
え
れ
ば
、
日
本
大
正
村
の

あ
る
終
点
の
明
智
駅
へ
到
着
と
な
り
ま

す
。
車
窓
か
ら
眺
め
る
光
景
は
日
本
の
原

開通　　周年80
親しまれてきた鉄道

明知鉄道の路線図

風
景
、
ま
さ
に
明
知
鉄
道
は
走
る
田
園
空

間
博
物
館
で
す
。

　

明
智
・
恵
那
間
を
１
日
１４
往
復

　
明
知
鉄
道
は
全
線
が
単
線
で
、
車
両
は

電
気
で
は
な
く
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

で
走
行
し
て
い
ま
す
。
途
中
、
岩
村
駅
で

上
り
と
下
り
の
列
車
が
す
れ
違
い
ま
す
。

運
行
は
全
て
、
明
智
駅
か
ら
恵
那
駅
行
き

（
上
り
）
と
恵
那
駅
か
ら
明
智
駅
行
き
（
下

り
）
で
す
。
平
日
は
１４
往
復
、
土
曜
日
と

休
日
は
１３
往
復
し
て
い
ま
す
。

　
保
有
し
て
い
る
車
両
は
６
両
。
い
ず
れ

も
全
長
が
１５
・
５
㍍
で
、
ト
イ
レ
は
あ
り

ま
せ
ん
。
３
両
は
二
人
ず
つ
向
か
い
合
う

席
を
配
置
し
た
車
両
、
残
り
の
３
両
は
、

窓
側
に
長
い
座
席
を
配
置
し
た
車
両
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車

と
し
て
、
広
告
を
宣
伝
で
き
る
車
両
が
３

両
あ
り
ま
す
。

　

鉄
道
利
用
者
の
約
６
割
は
学
生

　
平
成
２５
年
度
の
利
用
者
は
、
４５
万
４
３

９
８
人
。
開
業
翌
年
度
と
な
る
昭
和
６１
年

度
の
約
９０
万
人
を
境
に
、
徐
々
に
減
少
し

ま
し
た
。
平
成
１８
年
度
に
は
、
半
減
以
下

の
４１
万
人
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
そ

の
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
っ

て
増
加
傾
向
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
６３
㌫
は
、
高
校
生
な
ど
の
学

生
で
、
通
学
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
沿
線

に
は
、
４
校
の
公
立
の
高
等
学
校
や
特
別

支
援
学
校
が
点
在
。
中
央
本
線
を
乗
り
継

い
で
の
通
学
も
可
能
で
す
。
学
生
以
外
の

利
用
者
は
、
高
齢
者
の
買
い
物
や
料
理
列

車
を
中
心
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
列
車
に
参
加

し
た
人
た
ち
で
す
。
近
年
は
、
岩
村
町
の

歴
史
的
建
造
物
な
ど
の
人
気
が
高
ま
っ
て

お
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を

兼
ね
た
利
用
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

通学

買い物 
イベント参加
観光

通勤
平成25年度の利用者の内訳

（63％）
（34％）

（3％）

▲リニアの宣伝をラッピングした車両

明知鉄
道特集

昭和４７年ごろの明知線

▲恵那駅

▲明智駅
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グ
ル
メ
列
車
を
次
々
に
運
行

　
明
知
鉄
道
で
は
、
徹
底
し
た
経
費
節
減

と
、
増
収
に
向
け
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
開
業
間
も
な
い
昭
和
６２
年
、
山
岡
町
特

産
の
細
寒
天
を
素
材
に
し
た
寒
天
料
理
を

車
内
で
提
供
す
る
料
理
列
車
「
ヘ
ル
シ
ー

ト
レ
イ
ン
」
を
初
め
て
運
行
。
こ
れ
が
広

く
知
ら
れ
、
全
国
の
地
方
鉄
道
に
も
影
響

を
与
え
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
季
節
の
風
景
を
楽
し
み
な
が

ら
地
元
の
味
覚
を
楽
し
め
る
料
理
列
車

（
グ
ル
メ
列
車
）
が
次
々
に
運
行
さ
れ
ま

し
た
。「
お
花
見
弁
当
」
や
「
山
菜
弁
当
」

「
え
な
ハ
ヤ
シ
御
膳
列
車
」「
枡ま

す
ざ
け酒
列
車
」

な
ど
で
す
。
特
に
人
気
が
あ
る
の
は
「
寒

天
列
車
」
と
「
き
の
こ
列
車
」
で
す
。
料

理
列
車
は
、
急
行
に
食
堂
車
を
連
結
し
ま

す
が
、
最
大
で
４
両
編
成
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
３
０
３
本
を
運

行
し
、
７
４
２
１
人
の
利
用
者
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
他
、
自
転
車
を
車
両
に
乗
せ
て
途

中
の
駅
か
ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む

「
チ
ャ
リ
ン
コ
列
車
」
や
、
駅
か
ら
駅
を

歩
く
「
沿
線
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
な
ど
も
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
列
車
の
愛
称
を
命

名
す
る
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
」
を
募
集

し
た
り
、
会
議
や
講
座
を
貸
し
切
り
車
両

で
行
っ
た
り
す
る
事
業
も
行
う
な
ど
、
利

用
の
機
会
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

路
線
の
構
想
は
静
岡
県
ま
で

　
大
井
駅
か
ら
明
智
駅
ま
で
を
結
ん
で
昭

和
９
年
に
開
業
し
た
明
知
線
。
計
画
当
初

は
、
さ
ら
に
南
に
下
り
、
遠
州
（
静
岡
県
）

ま
で
通
じ
る
国
防
上
重
要
な
鉄
道
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
大
正
１１
年

に
公
布
さ
れ
た
「
鉄
道
施
設
法
別
表
第
６３

号
」
で
は
、
恵
那
駅
を
起
点
に
す
る
と
、

豊
田
市
稲
武
町
、
愛
知
県
新
城
市
、
浜
松

市
天
竜
区
二
俣
町
を
経
て
、
静
岡
県
掛
川

市
ま
で
結
ぶ
壮
大
な
構
想
が
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
大
正
１２
年
、
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、

こ
の
計
画
は
無
期
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
陳
情
が
続
け
ら
れ
、
昭
和
初
期

に
計
画
が
復
活
し
ま
し
た
が
、
路
線
は
大

き
く
変
更
。
明
知
線
は
、
現
在
の
区
間
で

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。一
方
、

静
岡
県
側
で
は
、
東
海
道
線
の
バ
イ
パ
ス

路
線
と
し
て
、
掛
川
か
ら
新し

ん
じ
ょ
は
ら

所
原
（
静
岡

県
湖
西
市
）
ま
で
の
６７
・
７
㌔
を
建
設
。

現
在
は
、
天
竜
浜
名
湖
鉄
道
と
し
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
９
年
６
月
に
全
線
開
通

　
明
知
線
は
、
昭
和
２
年
に
大
井
と
明
知

（
明
智
）
間
の
鉄
道
敷
設
が
決
定
さ
れ
、

工
事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
８
年
に

は
、
大
井
と
阿
木
間
が
開
通
し
、
昭
和
９

年
１
月
に
岩
村
ま
で
延
伸
さ
れ
ま
し
た
。

同
年
６
月
に
は
、
岩
村
と
明
智
間
の
工
事

が
完
了
し
、
全
線
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
知
線
は
、
最
大
傾
度
１
０
０
０
分
の

３３
の
急
勾
配
が
あ
り
、
半
径
２
０
０
㍍
の

カ
ー
ブ
が
連
続
す
る
路
線
。
開
業
当
時
に

は
、
軽
量
の
Ｃ
１２
型
蒸
気
機
関
車
が
採
用

さ
れ
、
客
車
と
貨
車
を
つ
な
い
だ
混
合
列

車
を
引
っ
張
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
貨
物

輸
送
も
重
要
な
役
割
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
一
日
の
運
転
は
７
往
復
で
、
片
道
は

１
時
間
２０
分
ほ
ど
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
３２
年
に
は
、
客
車
と
貨
車
を
分
離

す
る
た
め
、
レ
ー
ル
バ
ス
を
導
入
。
蒸
気

機
関
車
よ
り
も
速
く
、
煙
突
か
ら
の
排
煙

が
出
な
い
と
あ
っ
て
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

翌
年
か
ら
は
、
急
勾
配
を
得
意
と
す
る

デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
が
走
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
で
再
起
図
る

　
自
家
用
車
や
ト
ラ
ッ
ク
が
普
及
し
始
め

る
と
、
鉄
道
の
利
用
は
徐
々
に
減
っ
て
い

き
ま
し
た
。
昭
和
４３
年
、
国
鉄
諮
問
委
員

会
が
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
止
に
つ
い

て
、
意
見
書
を
提
出
。
国
鉄
だ
っ
た
明
知

線
も
こ
の
対
象
と
な
り
、
廃
止
か
自
動
車

輸
送
に
切
り
替
え
る
べ
き
と
さ
れ
ま
し

た
。

　
昭
和
５５
年
の
国
鉄
再
建
法
で
は
、
バ
ス

路
線
転
換
と
な
る
基
準
は
、
営
業
距
離

が
３０
㌔
以
下
、
１
日
当
た
り
の
輸
送
人

員
が
２
０
０
０
人
以
下
と
さ
れ
ま
し
た
。

明
知
線
は
、
営
業
距
離
２５
・
１
㌔
で
、
当

時
の
過
去
３
年
間
の
平
均
輸
送
人
員
は
、

１
７
１
７
人
。「
あ
と
３
０
０
人
増
や
そ

う
」
と
利
用
者
増
加
運
動
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
国
鉄
と
し
て
生
き
残
る
こ
と

は
で
き
ず
、
昭
和
５９
年
、
明
知
線
特
定
地

方
交
通
線
対
策
協
議
会
で
、
第
三
セ
ク

タ
ー
方
式
に
よ
る
地
方
鉄
道
と
し
て
再
起

を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。昭
和
６０
年
、

県
と
地
元
市
町
村
が
６５
・
５
㌫
、
民
間
が

３４
・
５
㌫
出
資
し
、
現
在
の
「
明
知
鉄
道

株
式
会
社
」
が
誕
生
。
以
来
、
第
三
セ
ク

タ
ー
明
知
鉄
道
と
し
て
、
今
日
ま
で
続
い

て
い
ま
す
。

昭和９年
昭和３２年
昭和３８年
昭和４７年
昭和４８年
　  〃　　　
昭和５６年
昭和６０年
　  〃
　  〃
昭和６２年
　  〃
平成３年
平成６年
平成１１年
平成１３年
平成２０年
平成２２年
平成２５年
　  〃

国鉄明知線（大井駅～明知駅）全線開通
客車と貨車を分離するためレールバスを導入
「大井駅」から「恵那駅」に駅名を改正
C1274蒸気機関車を恵那市に貸与
C12244蒸気機関車を明智町に貸与
蒸気機関車を完全にディーゼル機関車に変更
貨物列車を廃止
明知鉄道株式会社を設立
第三セクター明知鉄道株式会社開業
「明知駅」から「明智駅」に駅名を改正
沿線ハイキングの開催
ヘルシートレイン（寒天列車）の運行開始
東野駅と阿木駅の間に飯沼駅を新設
山岡駅と明智駅の間に野志駅を新設
明智駅が「中部の駅百選」に認定
岩村駅が「中部の駅百選」に認定
飯羽間駅と岩村駅の間に極楽駅を新設
明智駅と岩村駅の間でD

※
MV実証実験

県の「明日の宝もの」に認定
C12244蒸気機関車が明智駅に移設

　
明
知
線
と
明
知
鉄
道
の
８０
年
の
歴
史
は
、
昭
和
と
平
成
の
変
革
の
時
代
を
表
し
た

も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
は
、
移
動
や
運
搬
手
段
と
し
て
活
躍
し
た
こ
の
鉄
道
。

自
家
用
車
の
普
及
と
と
も
に
利
用
者
の
減
少
に
歯
止
め
が
利
か
ず
、
国
鉄
か
ら
第
三
セ

ク
タ
ー
で
の
運
営
に
形
を
変
え
、
今
日
の
明
知
鉄
道
が
あ
り
ま
す
。

時
代
を
反
映
し
た
軌
跡

明知線・明知鉄道の歴史

▲女性の人気を集めたヘルシートレイン

▲昭和60年に開業した明知鉄道を祝う

▲国鉄明知線としての別れを惜しむ（昭和60年） ▲明知線の開通当時（昭和９年ごろ）

▲蒸気機関車の廃止直前（昭和48年ごろ）

※ DMV ＝デュアル・モード・ビークル。線路と道路の両方を走ることができる車両

明知
鉄道特

集

5 2014.6.1 4広報えな



６月  ７月 ８月

　●アユ料理と花白温泉　 ▽とき＝８月31日㈰まで（月曜日運休）　 ▽料金＝ 5,000
　円　　

９月 10 月 11 月 12 月

TEL0573-54-4101　

　●寒天列車　 ▽とき＝９月3０日㈫まで（月曜日運休）　 ▽料金＝ 5,000 円　　

　●えなハヤシ御膳列車　
　 ▽とき＝１９日㈭　 ▽料
　金＝４,000 円　　

　●明知鉄道で行く「くしはら温泉ささゆりの湯」会席料理　 ▽とき＝１１月3０日㈰
　まで　 ▽料金＝４,000 円　　

　●フォトコンテスト　 ▽とき＝平成２７年１月3１日㈯まで　 ▽題材＝❶車窓から見
　た四季の風景❷外から眺めた車両風景❸懐かしい C12244 号蒸気機関車の姿　　

　●地域公共交通シンポ
　ジウムと「明知鉄道ま
　つり」　　 ▽とき＝２１
　日㈯　 ▽ところ＝明智
　文化センター

　●ヘルシーハウスの愛
　称披露・イベント　 ▽

　とき＝未定

　●夏休みちびっ子大集合　 ▽とき＝７月１９日㈯～
　８月31日㈰　 ▽内容＝❶親子ふれあい列車（家族同
　伴につき小学生以下が無料）❷駅長の帽子で記念撮
　影
　
　1　明知線で行く観光施設（市内の観光施設巡り）
　2 　❶車両と綱引き（明智駅）❷タブレット閉そく見
　　 学（岩村駅）　
　3 　明知線計画ルートを探る歴史の旅（天浜二俣駅の
　　 見学）
　4 　山岡寒天の里（山岡駅とイワクラ公園でイベント）
　

　●きのこ列車　 ▽とき＝９月７日㈰～１１月3０日㈰（月曜日運休）　 ▽料金＝ 5,000　
　円　　

　●寒天列車　 ▽とき＝９
　月3０日㈫まで（月曜日運
　休）　 ▽料金＝ 5,000 円

　●えなハヤシ御膳列車　
　 ▽とき＝８日㈬　 ▽料
　金＝４,000 円　　

　●明知鉄道で行く「くしはら温泉ささゆりの湯」会席料理　 ▽とき＝１１月3０日㈰
　まで（水曜日運休）　 ▽料金＝４,000 円　　

　●フォトコンテスト　 ▽とき＝平成２７年１月3１日㈯まで　 ▽題材＝❶車窓から見た四季の風景❷外から眺めた
　車両風景❸懐かしい C12244号蒸気機関車の姿　　

　●イノシシ鍋料理と花
　白温泉　 ▽とき＝３月　
　３１日㈫まで（月曜日運
　休）　 ▽料金＝５,000 円

　●じねんじょ列車　 ▽

　とき＝３月３１日㈫まで
　（月曜日運休）　 ▽料金＝
　４,000 円　　

　●第 2回かかしコンテスト　 ▽とき＝９月２７日㈯～１１月３０日㈰　　

　●クリスマス列車　 ▽
　とき＝２０日㈯　 ▽料金
　＝未定　　

　●恵那栗ポロタン列車　
　 ▽とき・料金＝未定　　

　●歴女列車　 ▽とき・
　料金＝未定　　

　●シクラメン列車　 ▽

　とき・料金＝未定　　

　●明知鉄道まつり　 ▽

　とき＝ 15日㈯、16日
　㈰

明知線開通

の主な事業
８０周年記念

　開通 80 周年記念の
事業として、明知鉄道
に関係した、たくさん
の催しが計画されてい
ます。
　詳しくは、下記へ問
い合わせてください。

□問い合わせ　
明知鉄道株式会社
志 54-4101、ウェブサ
イト（http://www.
aketetsu.co.jp/）

●●●●さん

観
光
鉄
道
の
側
面
が
強
い

　
明
知
鉄
道
は
、
料
理
列
車
の
人
気
で

観
光
鉄
道
と
し
て
の
側
面
が
強
ま
っ
て

い
ま
す
。
観
光
鉄
道
と
し
て
の
利
用
を

高
め
る
た
め
に
は
、
沿
線
の
観
光
資
源

と
の
連
携
強
化
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
と
し
も
沿
線
の
花
白

温
泉
や
、
く
し
は
ら
温
泉
さ
さ
ゆ
り
の

湯
と
連
携
し
た
催
し
や
、
観
光
施
設
巡

り
、
駅
か
ら
駅
へ
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な

ど
、
周
り
の
資
源
を
生
か
し
た
催
し
を

い
く
つ
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
鉄
道
と
し
て
生
き
る
に
は
、
増

便
す
る
こ
と
や
、
車
両
を
更
新
す
る
こ

と
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
増
便
が
難

し
い
の
は
、
明
知
鉄
道
が
単
線
で
あ
る

た
め
で
す
。
途
中
、
上
り
と
下
り
の
列

地
域
の
人
に
愛
さ
れ
る
鉄
道
に

明知鉄道（株）専務

（三郷町）

車
の
す
れ
違
い
が
で
き
る
の
は
、
岩
村

駅
だ
け
で
す
。
阿
木
駅
で
整
備
を
す
れ

ば
、す
れ
違
い
が
可
能
と
な
り
ま
す
が
、

多
額
の
整
備
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
車
両
は
、
平
成
１１
年
に
導
入
し
た
２

両
の
車
両
が
最
も
新
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
計
画
で
は
２７
年
度
に
１
両

導
入
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
型

の
古
い
現
在
の
車
両
と
は
連
結
で
き
な

い
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
列
車
と
し
て
は
利

用
し
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

知
恵
を
絞
り
利
用
促
進
へ

　
観
光
鉄
道
と
し
て
収
益
を
上
げ
る
こ

と
も
必
要
で
す
が
、
明
知
鉄
道
の
原
点

は
地
域
の
鉄
道
で
す
。
地
域
の
人
に
愛

さ
れ
る
鉄
道
で
あ
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
沿
線
地
域
は
、
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ
る
知
恵
を

絞
っ
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
鉄
道
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
、
高
齢
者

を
対
象
に
、
年
間
２
０
０
０
円
の
会
員

証
を
発
行
し
、
片
道
１
０
０
円
で
乗
車

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
車
両
の
前
面
に
付
け
る

ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
使
い
、
特
色
を
出
し

て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
沿
線
の
地
域
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
募
集

し
、
地
域
の
人
に
鉄
道
へ
の
愛
着
を
深

め
て
も
ら
う
機
会
と
し
ま
し
た
。
ま
た

ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
は
、
地
域
の
催
し
の
告

知
や
各
駅
の
開
業
記
念
日
の
祝
福
な
ど

で
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２０
年
に
発
足
し
た
「
明
知
鉄
道

沿
線
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」

で
は
、
明
知
鉄
道
と
バ
ス
を
中
心
と
し

た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を

目
指
し
、
利
用
促
進
や
ま
ち
づ
く
り
、

観
光
振
興
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
一
昨
年
に
は「
リ

ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
明
知
鉄
道
沿
線
住
民

委
員
会
」
も
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

沿
線
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
域
の

鉄
道
「
明
知
鉄
道
」
を
応
援
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

丸
ま る や ま

山 朝
あ さ

夫
お

さん

●沿線ウオーキング「恵那水曜歩こう

会」　 ▽ とき＝各月１回　 ▽ 内容＝明
知鉄道駅の途中駅から周辺を歩く
●赤尾氏と歩く沿線　 ▽とき＝各月１
回程度　 ▽内容＝赤尾袈夫氏の案内で
明知鉄道駅の途中駅から周辺を歩く

●植樹祭　 ▽とき＝未定　 ▽内容＝野
志駅、飯羽間駅、飯沼駅で植樹　
●明知線で行く「カップリング」列車

　 ▽とき・料金＝未定
●中京学院大学との連携事業「地域公

開講座」列車　 ▽とき・料金＝未定

　昭和９年から平成１６年ま

で活躍した岩村駅の腕
うで

木
き

式
しき

信号機。現在の信号機に切

り替わった後、平成１８年に

再整備されました。操作部

も岩村駅構内にありま

す。入場券や乗車券を

購入された方が見学で

きます。

沿線の
スポット

❶

沿線の
スポット

❷
腕木式信号機（岩村駅）

　　　　明智駅構内に設置さ

れている蒸気機関車C１２２４４

号。明知線をはじめ、新潟県

や愛知県でも活躍した機関車

です。昭和４８年に廃車にな

り、明智町に貸与されました。

昨年１２月には明智駅構内へ

移動。入場券や乗車券を購入

された方が見学できます。

蒸気機関車（明智駅）

　
　 操作部

▲ ▲駅の構内に設置
された C１２２４４号

▲

ホ
ー
ム
前
の
信
号
機

※腕木式信号機＝ワイヤーで腕木と呼ばれる木片の角度を変えて、列車の「進行」と「停止」を切り替える信号機

その他の催し

明知
鉄道特

集

※開催日や料金などでの未定な部分については、決まり次第、明知鉄道㈱のウェブサイトに掲載します 

▲ヘッドマークで地域の催しを宣伝
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